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   We investigated the clinical statistics of the operations and inpatients ince the establishment of the 
department  inJune 1994 up to May 1999. The total number of inpatients was 1,269 (1,047 males and 
222 females), and a total of 1,098 operations were performed. Extracorporeal shock wave lithotriopy 
(ESWL) was also introduced in 1997, and in addition, it seemed that the number of operations and 
inpatients would be increasing in future. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 923-925, 2000) 













である.外 来患者 の増加に伴 い,手 術件数 も徐 々に増
加 している.今 回1994年6月から1999年5月までの5
年間にお ける東葛病院泌尿器科手術統計 を行 ったので
その結果 を報告す る.
対 象 お よ び方 法
1994年か ら1999年の5年 間の手術台帳を もとに統計
を行 った.す なわ ち,同 一患 者で 同 じ手術 を複数 回
行ってい る場合 も各々1件 と数 えた.ま た膀胱全摘術
お よび尿路変更術 は各々1件 と数 えた.1997年10月よ
り導 入 し たcxtracorporealshockwavelithotripsy
(以下ESWL)は 今 回の手術 統計の総手術 件数か らは
除外 したが,Tablclに1997年と1998年のESWL総
  Table 1. Operations for urolithiasis and total operations 
              1994 1995 1996 1997 1998 Total 
PNL 0 0 1 2 0 3 
TUL 0 0 1 6 10 17 
Cystolithotomy 5 1 3 7 14 30 
Others 155 204 187 221 281 1,048 
Total operations 160 205 192 236 305 1,098 
ESWL 0 0 0 45 54 99 
 PNL  : percutaneous nephrolithotomy. TUL  . transurethral  lithotripsy. 





結 果 と 考 察
泌尿紀要46巻12号2000年
入 院 患 者 数:男 女 別 入 院 患 者 数 の 合 計 は,1994年 は
男 性168人,女 性29人,計197人,1995年 は 男 性191人,
女 性26人,計217人,1996年 は 各 々181,28人,計209
人 で,1997年 は225,58人,計283人,1998年 は282,
81人,計363人 で あ っ た.
5年 間 の 総 数 は1,269人で あ り,男 性 は1,047人










の3年 間はほぼ男性 女1生・合計数 は横ばいであ った
が1997年,98年は,男 女の患者数お よび合計患 者数
も過 去3年 間に比べて増加 して いる,ESWLが 導入
された こ とも患者数 の増加 に影 響 して いる と思 われ
る.
年度 別 ・性別手術件 数:5年 間 の手 術総数 は1,098
件 で あ った.内 訳 は男 性938件(85%),女性160件
(15%)であ った.年 度別の手術件 数は年々増加傾 向
であ り,1998年度 には年間300件を越 えた.
尿路結石 に対する手術:percutaneousncphrolitho-
tomy(以下PNL)は 開設当時 よ りほ とん ど施行 され
てはおらず,1996年に1例 と1997年に2例 の合計3例
を数えるのみでESWLが 導入 された1997年10月よ り
施行 されてないのが現状 である.本 来PNLの 適 店で
あ った腎結石 がESWLに よ り破砕 が可 能 とな ったた
め と思 われる.ESWLが 導入 され たが,破 砕不 能例
に対 して は積 極 的にtransurethrallithotripsy(以下






















































































































































































Total 64 121 122114154 575
A-Vshunt:artcrio-venousshunt.D-Jstent:double-Jstentinsert量on.
増田,ほか:東萬病院 手術統計 925
手術の割合 が13.1%を占め,年 々増加の傾 向にある.
ピンハ ンマー式尿路結石破砕術(リ ソクラス ト)も導
入 され,尿 管結石 一膀胱結石 の治療 を積極的 に行 った
結果 と思われる(Table1).
前立腺肥大症 に対する手術:開 設当時 は前立腺被膜
下摘 除術 が多 か ったが,徐 々 に減少 して きてい る.
1994年度 は前立腺 肥大症 に対 して の手術 が全体 の約
1/3を占めていたが,1998年度 には,約13%占 め るに
す ぎない.レ ゼ ク トスコープをは じめ ビデオモニ ター
を含 む周辺機器の発達 によ り,以 前 までは被膜下摘除
術 を施行 していた前立腺 を内視鏡的 に切 除可能 となっ
たの も,内 視鏡手術が増加 し,被 膜下手術が減少 した
原 因の1つ と思 われる.ま た α1一プロ ッカーの出現 に
より前立腺 肥大症 の手術 適応が減少 して きてい るのが
現状で ある.こ の ような現象 はほかの施設i)でも例外
ではない と思 われる(Table2).
悪性腫瘍 に対す る手術:根 治的腎摘 除術13例(年間
2--3例),腎尿管全摘除術12例(年 間1～4例),膀
胱全摘 除術5例(年 間1--2例),前 立腺全摘 除術13
例(年 間O--7例),高 位 精巣摘除術3例(年 間O--
2例)ま たtransurethralresectionofbladdertumor
(以下TUR-BT)147例(年間13--47例)で,TUR-
BTの 増加 に伴 い悪性腫瘍 に対 する手術数 は徐々に増
加 傾向 であ るが,全 体 に占める割合 はほぼ同様で あ
る.し か し,開 腹術 はほ とん ど症例数は横 ばいの状態
である.根 治的腎摘除術 と腎尿管全摘 除術の症例数が
ほぼ同 じであ る こ とが,特 徴の1つ か もしれ ない.
TUR-BTの手術施行例の増加 は初発症例の増加 もあ
るが,お もに再発症例に対す る再手術 の累積に よると
思われる.1996年に前立腺全摘除術が多 いのは前立腺
検診を施行 し,手 術適応 の前立腺癌 が多か った結果 と
思われる。前立腺生検 を施行 して も実際,全 摘術の適
応 となる症例が少ないのは,癌 の見つか る年齢が70歳
を超 えてい る場合 が多 い とい うこ とか らもうなづ け
る.PSAが 全国的 に普 及 した現在で さえ,未 だにス
テージD2の 末期前立腺癌 の初診が見つかる場合があ
ることか らも,こ の地域における前立腺癌 に対す る啓
蒙思想の浸透が十分でないこ とを裏付 けていることと
思われる(Table3).



















テ ン トの挿入例 が1998年には17例(全体の6%)を 占
めてお り,今 後増加す る傾向にあると思われる.ま た
前立腺生検 も症例数 は増加 している.5年 間の合計 は
305例で全体 の28%を占め ている.前 立腺生検 も今後
コンスタン トに約3割 を占めると思われる.過 去4年
に比べて98年度 は外来手術(尖 圭 コンジローマ カル
ンクルスなど)が 多いの も特徴の1つ であ る.ま た内
シャン トの症例数 も増加 して きている.以 前は当院の
内科医師が施行 していたが,98年度 よ り当科に依頼す
ることとな り増加 した もの と思われる.こ れ も今後透
析患者 の増加に伴 い症例数が増加す る もの と思われる
(Table4).
麻 酔(Table5):ESWLを除 く5年 間の手術 総 数
は1,098件で ある.全 身麻酔 は98件(8.9%)で,腰椎
麻 酔 が822件(74.8%)であ り,硬 膜外 麻 酔が23件
(2.1%)であ り,仙 骨麻酔 が5件(0.5%)で,局 所
麻酔 は150件(13.7%)であ った.わ れわれの病 院は,








1)宮川美栄子,木 原裕次,岡 垣哲弥,ほ か:島 田市
民病院泌尿器科 にお ける手術統計(1992年一一1996
年).泌 尿紀要43:759-762,1997
俣:::謡諜 映yll::謝
